
海外農業開発事業事前調査報告書

スリランカ民主社会主義共和国

(1)アヌラダプラ規農村総合開発計画

ワ-ルカダかんがい施設復旧整備事業

(2 )アヌラダプラ県乾燥地域の農村総合開発計画

のための農業水資源開発調査

平成4年5月

社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会



ま え カヾ き

この調査ほ平成4年度細海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)の海外農業開発

プロジェクト･ファンイディング調査事業の一環として,スリランカ国を訪問し,農業･

農村開発関連事業の発掘調査を実施したものであるo

現地においてほ,スリランカ国政府関係省､アヌラダプラ県関係者等との協議及び資料

収集を行い､対象地域のサイトを視察した｡

本報告書ほ上記調査の結果をとりまとめたものである｡

調査団の構成ほ次の通りである｡

1.田村 文雄 : 中央開発㈱ 海外事業敢農業開発部

2.津村 和光 同 上

調査期間は平成4年4月6日から同月18日までの13日間である｡

中 央 開 発 株 式 会 社

取締役社長 瀬 古 隆 ■三
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現地写真
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現地写真 (その2)
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現地写真 (その3)
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1.経緯及び背景

スリランカ国政府は農村地域における住民の生活向上のために､農村総合開発計画(I

RDP)を1979年以来､国の主要政策の-つとして県単位で実施してきており､全国25県

中16県において実施されてきている｡日本国政帝もこの事業に強力し､ 1986年から1992年

にかけてガンバハ県に対して,農村総合開発計画のマスタープラン調査､基本設計調査及

び無償資金協力にネる実施を行なってきた｡その後,マハヴュT)河開発計画促進事業が一

段落した現在､この主要開発計画からとり残された地域の農村地帯における住民の所得向

上と生活環境の改善が最重要課題となってきた｡

スリランカ国政府政策企画実施省(MP PI)ほ最後に浅されたノースセントラル州

(NC P)アヌラダプラ県の農村総合開発計画の策定､実施の必要性､重要性が高まった

ことから､ 1992年2月アヌラダプラ県に農村総合開発事務所(IRDP Office)を設置し,

実施に向けての準備作業､調査作業を開始した｡ノースセントラル州のもう一つの県であ

るボロンナルワ県についてはほぼ全県がマハヴュリ河開発計画地域に含まれるため､ IR

DPの計画ほ予定されていない｡

調査団ほ現地アヌラダプラ県を訪問し､サイト踏査､資料収集及び関係者との協議を行

い､アヌラダプラ県にほIRDPとして採用されるペき問題点が多く存在し､具体的な事

業計画の作成されているものがあると同時に､一方乾燥地域での農業農村開発にとって非

常に重要な農業水資源についてほ充分な調査や資料が少ないことが認められた｡また､現

在望まれている開発計画には古い Village Tankの改修､ Agro-We11の建設などが予定さ

わていることから､他分野との調和のとわた水資顔の有効利用をはかりながら､農村地域

の開発を進める必要があることが認められた｡

一方､スリランカ国政府は新たな調査に長い時間をかけるプロジェクトより､既に事業

計画が策定されているものを優先的に実施することを望んでいる｡この様な事情を踏まえ､

スT)ランカ国政府関係者と協議した結果,次の2案件を発掘し､関連する資料の牧集等を

行なった｡

① アヌラダプラ県農村総合開発計画ワハルカダかんがい施設復旧整備事業

② アヌラダプラ県乾燥地域の農村総合開発計画のための農業水資源開発網査



2.アヌラダプラ県農村総合開発計画ワハルカダかんがい施設復旧整備事業

2-1 計画地域の現況

計画地域はアヌラダプラ県 Horawpathana AGAの北部に位置し､受益面積約 400

haの地域で Fig.2-1に示す通りである. Yam Oya川の支涜 Tavalan Hannillewa Oya

に設けられたワ-ルカダ･タンク(Wewa)を水源としてかんがい用水を確保しているc

また､隣りの洗域のMora Oya川から頭首工により分水し､ Yoda Elaを導水路として､

タンクに補給している｡ (Fig.2-2参照)

計画地域はスT)ランカ国のドライゾーンに属しており､降雨量は年1,100-1,250m

m 程度である｡

既存のかんがい施設ほ1970年代に水稲作を目的として､当初は約 320ha (800ÅC)の

農地が開発されたが,現在では約 400haに拡大されている｡最近ではダム堤体や用水

路の老朽化もあり､用水不足となLっており､かんがい局としては水稲作のみでほなく､

Subsidy Cropsの導入を指導しているが､農民ほ相変わらず水稲作を行っている｡今

後は,限られた用水を有効に利用して農業生産を向上させ､農民所得の向上へつなげ

るため､農民への農業技術の指導､水管理の近代化等をはかる計画としている｡

2-2 計画概要

1970年代に完成したかんがい施設を改善して,農業の近代化､農業生産の増大をは

かるため､次の様な普及整備内容をもつ事業計画を定めている｡

① ダム堤体の改善,特に､ Toe Filter及び取水施設からの漏水防止

(診 頭首工の改築

③ かんがい用水路(約10km)の改善整備

④ 排水路(約5km)の整備

⑤ アクセス道路及び農道の改善整備

⑥ 農民組織育成用コミュニティ･センターの建設(1棟)

(訂 運営管理用機材の調達



アヌラダプラ県農村総合開発計画
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3.アヌラダプラ県乾燥地域の農村総合開発計画のための農業水質源開発調査

3-1 調査対象地域の現況

(1)調査対象地域

調査対象地域ほアヌラダプラ県の中で､マハヴュリ河開発計画によってカバーさ

れている地域及び国立公園を除いた地域で､ Fig.3-1に示す通りである｡

マハヴュリ河からの水はポルゴラ分水工からズドゥ河を通り､ポワトネ貯水池に

導かれ,これよりさらに分水して発電所を経てダンプル･オヤ貯水池及びカンダラ

マ･タンクを通り､カラウェワ･タンクに入る｡アヌラダプラ周辺のナッチャドワ

･タンクやヌワラワェワ･タンクは､このカラウェワタンクより導水されており､

その後はマルワッ･オヤ川へ読下している｡これらの一連の水の洗れから西側は一

応､マ-ヴュ7)開発計画によってカバーされる地域とみることができる｡しかし､

それより東側の地域はマハヴュリ開発計画のNCP Canal計画が宙に浮いている現

状では､天水又は地下水EJ外に水産となるものがないo

調査対象地域ほ10AGA (那)でアヌラダプラ県の約半分の面積を占め､約40万

baである｡人口は約34万人が生活しており､主として天水農業やそれに近いかんが

い農業を営んでいる｡

(2)気 象

アヌラダプラでの年降雨量は1,100†1,250mrn程度が通常年である｡少ない年で

850mm､多いときにはl,900mnに及ぶこともある｡季節による降雨の変動は大きく,

また､年間を通して安定したパターンでの降雨は少なく､降雨の始まりが年によっ

て変るという特長があるo

l年は雨季と乾季に分けられ,雨季ほ榊ahaと呼ばれ10月から4月まで､乾季はYa

laと呼ばれ5月から9月までである｡年降雨量の80%以上ほ雨季に降り､乾季にほ

はとんど降雨がないと言える｡気温は22から33℃である｡蒸発量(Pan Evaporation)

は年平均1,750mm程度ある｡



(3)農 業

アヌラダプラ県全体の約17%の115,000haが耕地又は可耕地であるo そのうち､

いわゆる既存農地は約70,000haである｡この土地でほ主に水稲や換金作物が栽培さ

れている｡作付率(成功率)ほMahaで42%､ Yalaで5%と非常に低い｡

Uplandにおいては､いわゆる"Cbena”と呼ばれる焼畑農業が行われているが､そ

の詳しい実態は不明である｡

(4)かんがい施設

アヌラダプラ県にほ古くからの Village Tank が数多くあり､その数は 3,000以

上と言われている｡その大部分は水源不足もあり､十分にその機能を発揮していな

い｡かんがい面積の大きさによって､大､中及び小規模の3種類に分類されている｡

内訳は次の通りである｡

① Major lrrigation (2,000 AC以上) : 16地区 25,500ha

② Medium ” (200
-2,000AC)

: 80地区 8,900ha

③ MjnoT ” (200AC BJ下) : 3,ODO地区 4D,500ha

Major lrrigation及びMediun lrrigationほかんがい局が運営管理を行い, Minor

lrrigationほノースセントラル州政府の農民支援部が運営管理を行なっている｡

現在までに行われたかんがい施設の改修工事は次の通りである｡

(ら At)ZAP により

② T川P により

③ 打fRP により

④ VIRP により

138 Minor Tanks,

3 Major Tanks,

3 qaJ'or Tanks,

243 Minor Tanks,

3,000 ha

8,500 ha

6,200 ha

6,800 ba

1980-'85

1977-'83

198S-'gO

1980- 25 年間

これら Tank lrrigation施設の大林分ほ老朽化が著しく､また,水源不足なため

利用度が低いことから､十分な維持管理が行われず,一層壊れているものがある｡

また､降雨の40%以上が何ら有効に利用されないま､海に流下してしまう状態を

改め､降雨水を有効に利用するためにも､これら多くの Tankの復旧整備が望まれ

ている｡

なお､マハヴュT)開発計画により, System Rとして3AGAの約28,000haがかん



がいされるようになった｡また､最近では地下水の利用が考えられており､ Agro-”

ellの開発が進められている｡

3-2 調査目的及び内容

調査目的ほ現在I RDPにおいて計画又は提案されている Village Tankの復旧整

備や Agro-WellLの開発において､限られている水資源と有効に利用し､過度の開発に

よって地域の生活環境や農業生産等を変化させないために､調和のとれた水資源開発

計画立案することにある｡

(1)地表水開発

本調査地域ほ大別して3つの水系がある｡

① Yan Oya 水系

① Ma Oya 水系

① Malwatu Oya水系

また､地域内には 2,000近い Vi11age Tankが存在するo一方､降雨量の40%以

上が利用されないまま海に読下していると言われていることから､これらの Villa

ge Tankの貯留量の向上等を含め､有効な水資源開発計画を立案する0

(2)地下水開発

Agro-Wellや､農村住民の生活用水,地域内都市部の上水道用水として､地下水

の開発､利用が意図されている｡地下水は限られた餐源であるから､浅層及び深層

地下水の翻査を行ない､地下水の賦存量の推定､リチャージ等の検討を行ない､最

適な地下水開発計画を立案し､その中で農業用水として開発可能な水源量を推定し､

I RDPの中の農業開発計画の策定に資する｡



(3) E(uruluwewa増強計画

Huruluwewa Tank i羊は Systen Mの-部として､マハヴェ[)開発計画から導水が

計画されているが､その量ほ非常にかぎられたものである｡そのため､ポワトネ貯

水池の下流アンパン･ガンガの支流カルガンガの水資源を開発し､その水をアンパ

ンガンガの下弦の開発計画に使用し､その代わり､その分量の水をポワトネ貯水池

から Huruluwewa Tankに導水し,調査地域の開発に利用できないかとの提案がある｡

これについて水文学的に､社会的にその可能性を調査する｡
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4.総合所見

今回発掘した案件は2つともアヌラダプラ県農村総合開発計画の一環として計画され

ているプロジェクトであるo アヌラダプラ県はスI)ランカ国の中で､最後にのこされた

I RDPの未実施県の一つである｡マ-ヴュリ開発計画が一段落した現在､県内のシス

テムH地区や隣県のボロンナルワ県の農村地域と較べ､アヌラダプラ県の農村地域は住

民の生活水準､所得等非常に遅れており､その差が拡大方向にある｡そのため､スリラ

ンカ国政府も通常は､援助国が確定して実施の見通しが確実となってから設立されるI

RDP事務所を本年(1992年) 2月に発足させ､準備作業を開始した｡この様にアヌラ

ダプラ県のIRDPは重要性と緊急性とが高まってきている｡

(1)アヌラダプラ県農業総合開発計画ワ-ルカダかんがい施設復旧整備計画

前述した様にアヌラダプラ県のIRDPはス国政府内でも高い優先度が与えられて

きており､一方､ス国政府ほ既に事業計画のあるプロジェクトは極力速やかに実施に

移すようにとの方針からみても､本案件はアヌラダプラ県1RDPの中でも高い慶先

度が与えられている｡ 400baのかんがい農地の整備､アクセス農道の整備等の復旧事

業により､農業生産の向上と安定を生み出し､直接便益を受ける農民を含め､地域住

民に広く便益をもたらす計画である｡

(2)アヌラダプラ県乾燥地域の農村総合開発計画のための農業水資源開発調査

アヌラダプラ県はスT)ランカ国のドライゾーンに位置し､年間降雨量ほ1,000mm以

上あるが､乾季にほはとんど降雨がない地域である｡この様な地域での開発計画立案

に当たっては水資源の調査は重要な要因である｡水架源の総量が少ないと予想される

ため､地域全体が満足する水資源開発を行うことほ非常に難しいものと想定される｡

しかし､本地域の開発を具体的に進める上では通らざるを得ない遣である｡日本の

進んだ調査技術をもって地表水と地下水とを連治させた調和のとれた水資源開発計画

を立案し､今後のIRDP実施に資するものとなる｡

1 0



スリランカ国政府内でのアヌラダプラ県の農村総合開発計画の優先度が高いことは前

述した通りである｡アスラグプラ県農村総合開発計画として優先度が高いワハルカダか

んがい施設復旧整備計画を極力早い時期に着手すべきという必要性が政治的,社会的に

スリランカ同政府に求められており､また､農業永資源開発計画調査では開発の可能性､

方向性が示されることになり､いくつかの開発事業が提案されるので､ IRDPの段階

的実施の計画策定に役立つとともに､複数の援助機関の協力を可能にし､ I RDPの実

施に非常に役立つものと期待される｡
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5-1 調査日程及び調査員の経歴

トー▲

N

日程表 調査員曲びに経歴

日数 年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考 鞠査員名 経歴

1 4年46(月) 東.京 バンコク バンコク 移動 田村文雄

漁村和光

S.38.3東京教育大学卒業

2 7(火) バンコク

コロンボ

アヌラダプラ

コロンボ

アヌグラブラ

ハパラナ

コロンボ 日本大使飴及びJICA挨拶 38.4-60.4日本技術開発㈱

3 8(衣)
〟 政策企画実施省打合せ 60.5-60.6中央開発株式会社

4

5

6

9(木)

10(金)

ll(土)

〟

〟

〟

漕艇局等関係機関打合せ.

資料収集

〟

資料整理

60.7-Hl.9㈱中央開発イントナショ州

Hl.10-現在中央開発株式会社

S.58.3東京農工大学卒業

7 12(日) アヌダラプラ 移動 58.4-60.6･青年海外協力隊

8 13(月)
〟 州政府打合せ.現地調査 60.9-61.1中央開発株式会社

9 14(火) ハパラナ 現地調査,移動 61.1-nl.9㈱中央開発インターナシ31Jb

10

ll

12

13

15(水)

16(木)

17(金)

1&(土)

ハパラナ

コロンボ

コロンボ

東京

コロンボ

〟

機内泊

〝n

政策企画実施省打合せ

日本大使飴及びJICA挨拶

移動

帰国

tll.10-現在･中央開発株式会社
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2. Project Document for PhaseI, 1992-1995, Anuradhapura Integrated Rura一

Development Project,(Draft), 1991. R DD, MP P I.

3. Project Proposal by ‥on, Themiya L.B. HtJrL111e, ”.P.(Anuradbapura Distric

tDevelopment Programme Using Assistance from Japan). 1992.2.ll.

4. Meeting Data prepared for the Special Committee on 1990.10.28. by

Agriculture Extensior) t)ivision, Anuradhapura.

5. AgrictJltural Implements for Small Farm holders in Anuradhapura t)istrict

prepared by Mr. ”.s. Rum?rasinghe(Agricultural officer, Division.

Arluradhapura. 1991.9.

6.計画地域の地形図(1/63,840) 一式

7. Water Resources Development Plan of Sri Lanka.

8. Anuradhapura District 舶p ( AGA Divisior7).

9. Mahaweli Development Project Anual Report 1989.

1 3



5-3 面会者

(1) Ministry of Policy P一anning and lmplementation
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